
項目 内容 評価 点数 意見

保育の全体的な計画（保育課程）の作成は職員が参加してい

る。

Ａ１５

Ｂ６ 57

地域の実態・保護者の願いを考慮して全体的な計画は作成さ

れている。

Ａ１０

Ｂ１０

ｃ１
51

保育理念を年度初めに職員で確認している

Ａ１６

Ｂ４

Ｃ１

57

職員や保護者の見やすい所に掲示してる

Ａ１５

Ｂ４

Ｃ２
55

保護者に配布物等を利用して保育理念や方針を周知している
Ａ２０

Ｂ１
62

 保育目標は社会の要望や保護者の願いを反映しているか
Ａ１７

Ｂ４
59

保育目標は前年度の反省を生かし、全職員で検討し、かつ共

通理解を図っているか

Ａ９

Ｂ１０

Ｃ２

49

指導計画は各年齢の実態に即して作成されているか

Ａ１５

Ｂ６

57

環境の構成を意識した保育計画になっているか

Ａ１５

Ｂ６ 57

素材・用具を適切に活用しているか
Ａ１５

Ｂ６
57

保育所保育指針に基づく援助・支援を適切に行っているか
Ａ１１

Ｂ１０
53

評価結果を基に、保育の改善に努めているか

Ａ１３

Ｂ７

Ｃ１

54

一日の流れ（デイリープログラム等）は現行でよいか

Ａ１２

Ｂ７

Ｃ２

51

（せ・入）一杯遊ぼう笑顔の毎日　～smile  and heart~

（駒）じぶんがすき　みんながすき　いっしょにそだちあおう

子どもの人権・人格の尊重・子どもの意思・自立への援助を意識し、一人ひとり大切にする保育を意識

した保育
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職員全体が取り組み、保

護者アンケートからニー

ズを捉え計画をしている

重要事項説明書の見直し

や会議等で確認し、職員

の周知度は高い。保護者

へも懇談会では資料と共

に必ず伝えるようにして

いる。

思いを反映はしていると感じる

が、民間移管時から変わってい

ないため、現職員と確認や必要

であれば見直しが必要

講師による発達理論や援

助の研修を職員全体で行

い、指針や発達過程を捉

えて計画を立てている。

廃材や自然物など取り入

れ各年齢に応じた活動が

できるように工夫した

り、発達に応じた用具の

検討も都度行っている。

今後さらにＰＤＣＡサイ

クルを意識し、日々の保

育、自己評価のもと、常

に改善に努めていく必要

がある



行事の種類や実施計画は適切か

Ａ１３

Ｂ８
55

計画・実施・評価・改善の体制がとれているか

Ａ１４

Ｂ６

Ｃ１

55

保護者の願いや意見を取り入れているか

Ａ１４

Ｂ７

56

健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成の為、家庭への啓

発を行っているか

Ａ１４

Ｂ６

Ｃ１

55

乳幼児期の安全確保のために、家庭、地域社会、関係機関と

連携を図っているか

感染症等を予防するマニュアルがあり、職員周知され、実行

しているか

Ａ１４

Ｂ６

Ｃ１

55

食事を通して子どもたちが楽しく食べ、食べる意欲が育つよ

うに工夫しているか

Ａ１６

Ｂ５ 58

アレルギー疾患などを持つ子に対し医師からの指示を得て適

切な対応を行っているか

Ａ１９

Ｂ１

Ｃ１
60

アレルギーの誤食を防ぐためのマニュアルがあり、職員周知

され、実行しているか

Ａ１８

Ｂ３

60

室内外の衛生面・安全面に配慮しているか

Ａ１７

Ｂ４

59

保育や行事は前年度の反

省を生かし、こどもの自

発性を考え、計画をして

いる。行事後はアンケー

トや意見箱の意見など基

に反省・改善に努めてい

る。

ただ、保護者から日々の

保育についての思いを聞

き取れているか不安はあ

る。

各マニュアルがあり、感染が流

行ったときはマニュアルに沿っ

て対応している。各家庭には

日々のコミュニケーション・園

だよりやアプリでの配信などで

健康に関する啓発を行ってい

る。また、必要に応じ、病院・

区役所・警察等各機関と連携し

ている。

ただ、マニュアルの見直しや職

員との確認は必要と感じる

調理体験・栽培・郷土料理・ラ

ンチタイム制・量の選択制の取

り組みを行い食への関心が深め

るよう工夫している。アレル

ギーの関してはマニュアルを周

知、徹底・実行し、自己の内容

努めている。

アレルギー児の食事に関わるこ

との少ない職員に関しても、毎

年マニュアルの確認が必ずでき

るようにする

毎日、安全点検を実施し、安全

に努めている。また時間を工夫

し清掃・玩具消毒は職員で

チェックリストを用いておこ

なっている。

旬の食材の掲示・季節の製作や

行事食・季節の装飾など季節が

感じられるように工夫している
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園内に季節感が味わえるような工夫がされているか

Ａ１５

Ｂ６
57

子どもの人権に十分配慮するとともに文化の違いを認め、互

いに尊重する心を育てるよう配慮しているか

Ａ１６

Ｂ５

58

日本語によるコミュニケーションが困難な保護者に対して、

園の意向や連絡事項が正しく伝わるように配慮しているか

Ａ１４

Ｂ６

Ｃ１
55

性差への先入観による固定的な概念や役割分業意識を植え付

けないよう配慮している

Ａ１４

Ｂ６

Ｃ２
56

送迎の際の対話や連絡事項への記載等の日常の情報交換に加

えて、相談に応じて個別面談を行っている

Ａ１９

Ｂ２ 61

日常、保護者や子どもの様子に注視し、虐待の予防や早期発

見に努めている

Ａ１９

Ｂ２

61

家庭の状況や保護者との情報交換の内容が必要に応じて記録

されている

Ａ１４

Ｂ７ 56

地域の関係機関などと連携を深めるようにしている。

Ａ１３

Ｂ７

Ｃ１ 54

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・保育体験の人々を積極的に受け入れている

Ａ１７

Ｂ４

59

幼児の興味や関心に基づいて地域社会・その他の施設と交流

をしている

Ａ１５

Ｂ５

Ｃ１

53

避難訓練・交通安全指導を計画に基づいて適切に実施してい

る

Ａ１９

Ｂ２ 61

乳幼児の安全を図るため、家庭・地域社会・関係機関と連携

を図っているか

Ａ１７

Ｂ４ 59

国籍・性別など互いに認め合え

るよう年に１度は人権に関する

確認を職員間で行う。日本語が

困難な家庭にはこまめな声掛け

や物理的な環境は用意してい

る。しかし、細かいことが伝わ

らないのが現状。プライバシー

に配慮するため、衝立や目隠し

を使用している。

必要に応じて個別面談を実施し

ている。虐待の早期発見のた

め、着替え時の視診を行った

り、行動や発言で気になった場

合は関係機関に報告している。

梶山診療所読み聞かせの会

地域年長交流・地区園著会議の

参加・職業・福祉体験の受け入

れ・夏ボラの受け入れ・法人内

年長交流・実習生の受け入れ・

お花のボランティア・玩具ボラ

小学校交流・買い物体験・地域

年長交流など地域交流を盛んに

している

交通安全教室の参加・月1回の

避難訓練また、職員の研修とし

て不審者訓練時は警察の指導、

消防署に心肺蘇生法訓練今年度

は消火訓練を講習してもらっ

た。

毎日、安全点検を実施し、安全

に努めている。また時間を工夫

し清掃・玩具消毒は職員で

チェックリストを用いておこ

なっている。

旬の食材の掲示・季節の製作や

行事食・季節の装飾など季節が

感じられるように工夫している
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子どもの個人記録は個人情報保護法に基づき管理しているか

Ａ１８

Ｂ３

60

保育業務で知りえた子どもの家庭に関する秘密の保持につい

て全職員に周知し、守られているか

Ａ１８

Ｂ３ 60

各研修会への参加体制の充実を図っているか
Ａ１８

Ｂ３
60

研修の成果を日常の保育に生かし、乳幼児の育成に反映して

いるか

Ａ１４

Ｂ７

59

係や仕事の分担・役割は適切か

Ａ１５

Ｂ６
57

職員相互がそれぞれに全体的立場を理解し、協力や助言を惜

しみなく保育園の運営にかかわっているか

Ａ１４

Ｂ７ 56

職員の意見を聞いたり話し合う機会を定期的に設けているか

Ａ１６

Ｂ５
58

係・委員会で全員が割り振られ

ているが見直しも必要と感じる

職員面談の実施や会議等での話

し合い

話し合いの時間が足りないと感

じる

個人情報が漏れないようコドモ

ンに名前は入れないようにした

り、情報は鍵付きの書庫に保管

する。

職員全員が意識でいるようさら

に努めていきたい

わらべやリズムは実際に講師に

来てもらい、全員で同じ意識を

もって保育にあたれるようにし

ている。研修報告はまだまだ時

間を工夫して行うことが必要と

感じる。
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